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(57) Abstract: This ventilation component (1) is mounted in a housing (2) in a ventilation opening (5). The ventilation

QC
component (1) is provided with a ventilation film (10), a ventilation valve (20) and a structural member (30). The structural

〇 member (30) supports the ventilation film (10) and the ventilation valve (20). The ventilation valve (20) includes an
approximately plate-shaped structural part, and has an annular shape which, seen in planar view, includes a first end (21)
which forms the inner peripheral part, and a second end (22) which forms the outer peripheral part. The structural member

〇
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(30) has a support part (35) ana a valve seat part (36). i he support part (35) supports the first end (21). The valve seat
part (36) contacts the second end (22) when the ventilation valve (20) is closed, and is away from the second end (22)
when the ventilation valve (20) is open. The support unit (35) has a first contact part (35i) and a second contact part (35s)
which hold the first end (21) from both sides, and, between the first contact part (35f) and the second contact part (35s),
contacts the end surface (21e) of the first end (21).

（57）要 約 ：通 気 部 品 （1 ） は 、 通 気 口 （5 ） に お い て 筐 体 （2 ） に 装 着 さ れ る 。 通 気 部 品 （1 ） は 、 通

気 膜 （1 0 ） と、 通 気 弁 （2 0 ） と、 構 造 部 材 （3 0 ） と を 備 え る 。 構 造 部 材 （3 0 ） は 、 通 気 膜 （1
〇） 及 び 通 気 弁 （2 0 ） を 支 持 す る 。 通 気 弁 （2 0 ） は 、 略 板 状 の 構 造 部 分 を 含 む と と も に 、 平 面 視 し

た と き に 内 周 部 を な す 第 一 端 部 （2 1 ） 及 び 外 周 部 を な す 第 二 端 部 （2 2 ） を 含 む 円 環 状 の 形 状 を 有

す る 。 構 造 部 材 （3 0 ） は 、 支 持 部 （3 5 ） と、 弁 座 部 （3 6 ） と を 有 す る 。 支 持 部 （3 5 ） は 、 第 一

端 部 （2 1 ） を 支 持 す る 。 弁 座 部 （3 6 ） は 、 通 気 弁 （2 0 ） が 閉 じ た と き に 第 二 端 部 （2 2 ） に 接 触

し、 か つ 、 通 気 弁 （2 0 ） が 開 い た と き に 第 二 端 部 （2 2 ） と 離 れ て い る 。 支 持 部 （3 5 ） は 、 第 一 端

部 （2 1 ） を 挟 持 す る 第 一 接 触 部 （3 5 干） 及 び 第 二 接 触 部 （3 5 3 ） を 有 し、 第 一 接 触 部 （3 5 干）

と第 二 接 触 部 （3 5 3 ） と の 間 で 、 第 一 端 部 （2 1 ） の 端 面 （2 1 6 ） に接 触 して い る 。
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明 細 書

発明の名称 ：通気部品

技術分野

[0001 ] 本発明は、通気部品に関する。

背景技術

[0002] 従来、筐体の内部の圧力と筐体の外部の圧力との差を補正するための装置

が知 られている。

[0003] 例 えば、特許文献 1 には、内外における望 ま しくない圧力差が避けられる

べ き筐体に使用可能な圧力補正装置が記載されている。 この圧力補正装置は

、内側及び外側を有 し、ケージと、通気膜 と、圧力開放弁 とを備えている。

ケージは、内側ハーフ及び外側ハーフを備えている。ケージの内部において

、内側ハーフと外側ハーフとの間に、通気膜及び圧力開放弁が配置されてい

る。圧力開放弁によって防爆が実現される。内側の圧力が外側の圧力より大

きくな り差圧が閾値を超えたときに、内側のガスの緊急的な排気のために内

側 と外側 とが直接つながる流路が形成される。なお、通気膜は、防爆には寄

与 しない。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 : 独国特許発明第 1 0 2 0 1 7 0 0 3 3 6 0 号明細書

発明の概要

発明が解決 しようとする課題

[0005] 特許文献 1 に記載の技術は、信頼性を高める観点か ら改良の余地を有 して

いる。そこで、本発明は、防爆のための排気に適 し、かつ、信頼性を高める

観点か ら有利な通気部品を提供する。

課題を解決するための手段

[0006] 本発明は、

通気口において筐体に装着される通気部品であって、



界 〇 2020/085211 2 卩（：170?2019/040956

通 気 膜 と、

弾 性 体 を 含 み 、 前 記 弾 性 体 の 弾 性 変 形 に よ り開 閉 す る 通 気 弁 と、

前 記 通 気 膜 及 び 前 記 通 気 弁 を 支 持 す る構 造 部 材 と、 を備 え 、

当 該 通 気 部 品 が 前 記 筐 体 に装 着 さ れ た 装 着 状 態 に お い て 、 前 記 通 気 膜 に よ

っ て 前 記 筐 体 の 内 部 及 び 外 部 の 通 気 が 行 わ れ 、 か つ 、 前 記 筐 体 の 内 部 の 圧 力

と前 記 筐 体 の 外 部 の 圧 力 と の 差 が 所 定 の 圧 力 以 上 に な っ た と き に前 記 通 気 弁

が 開 い て 前 記 筐 体 の 内 部 の 気 体 が 前 記 筐 体 の 外 部 に排 出 さ れ 、

前 記 通 気 弁 は 、 対 向 す る 2 つ の 面 を有 し、 前 記 2 つ の 面 の 一 方 を平 面 視 し

た と き に、 内 周 部 を な す 第 一 端 部 及 び 外 周 部 を な す 第 二 端 部 を 含 む 円 環 状 の

形 状 を有 し、

前 記 構 造 部 材 は 、 前 記 第 _ 端 部 を 支 持 す る 支 持 部 と、 前 記 通 気 弁 が 閉 じた

と き に前 記 第 二 端 部 に接 触 し、 か つ 、 前 記 通 気 弁 が 開 い た と き に前 記 第 二 端

咅 と離 れ て い る 弁 座 部 と を有 し、

前 記 支 持 部 は 、 前 記 第 一 端 部 を挟 持 す る 第 一 接 触 部 及 び 第 二 接 触 部 を有 し

、 前 記 第 一 接 触 部 は 前 記 第 一 端 部 に お い て 対 向 す る 一 対 の 面 の 一 方 に接 触 す

る と と も に前 記 第 二 接 触 部 は 前 記 一 対 の 面 の 他 方 に接 触 して お り、

前 記 支 持 部 は 、 前 記 第 一 接 触 部 と前 記 第 二 接 触 部 と の 間 で 、 前 記 一 対 の 面

を接 続 して い る前 記 第 一 端 部 の 端 面 に接 触 して い る、

通 気 部 品 を提 供 す る。

発 明 の 効 果

［0007 ］ 上 記 の 通 気 部 品 は 、 防 爆 の た め の 排 気 に 適 し、 か つ 、 信 頼 性 を 高 め る観 点

か ら有 利 で あ る。

図 面 の簡 単 な 説 明

［0008 ］ ［図 1］図 1 は 、 本 発 明 の 通 気 部 品 の 一 例 を 示 す 底 面 図 で あ る。

［図 2］図 2 は 、 図 1 の 11-11 線 に 沿 っ た 通 気 部 品 の 断 面 図 で あ る。

［図 3］図 3 は 、 筐 体 の 通 気 口 を 示 す 斜 視 図 で あ る。

［図 4］図 4 は 、 筐 体 に 通 気 部 品 が 装 着 さ れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る。

［図 5］図 5 は 、 通 気 弁 が 開 い た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る。
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［図 6八］図 6 八 は 、 通 気 弁 の 平 面 図 で あ る 。

［図 6 8］図 6 巳 は 、 通 気 弁 の 平 面 図 で あ る 。

［図 7 ］図 7 は 、 図 1 に 示 す 通 気 部 品 の 一 部 を 拡 大 した 断 面 図 で あ る 。

発 明 を 実 施 す る た め の 形 態

［0009 ］ 例 え ば 、 車 両 の 電 装 部 品 の 筐 体 は 、 温 度 変 化 に よ り そ の 内 部 に 発 生 す る 差

圧 が 解 消 さ れ る よ う に 通 気 性 を 有 す る 必 要 が あ る 。 一 方 、 筐 体 に お い て 必 要

な 通 気 性 の レベ ル は 、 筐 体 の 内 部 の 事 象 に よ り変 動 し う る 。 例 え ば 、 バ ッ テ

リー パ ッ ク の 防 爆 の よ う に 、 筐 体 の 内 部 か ら多 量 の ガ ス を 短 時 間 に 排 出 で き

る こ と が 必 要 な 場 合 が あ る 。 そ こ で 、 通 気 膜 及 び 通 気 弁 を 備 え た 通 気 部 品 を

筐 体 の 通 気 口 に 装 着 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 通 気 弁 が 閉

じた 状 態 で 通 気 膜 を 用 い て 通 常 の 通 気 が 行 わ れ 、 筐 体 の 内 部 の 圧 力 と 筐 体 の

外 部 の 圧 力 と の 差 が 所 定 の 圧 力 以 上 に 高 ま る と 、 通 気 弁 が 開 い て 筐 体 の 内 部

か ら多 量 の ガ ス が 短 時 間 に 排 出 さ れ る 。 通 気 弁 と して 弾 性 体 の 弾 性 変 形 に よ

り 開 閉 す る 通 気 弁 を 使 用 す れ ば 、 通 気 弁 の 再 使 用 が 可 能 で あ る 。

［001 0 ］ 特 許 文 献 1 に 記 載 の 圧 力 補 正 装 置 に お い て 、 圧 力 開 放 弁 は ケ ー ジ の 内 部 に

配 置 さ れ て お り、 ケ ー ジ の 内 側 ハ ー フ が 圧 力 開 放 弁 の 内 周 部 を 圧 力 開 放 弁 の

厚 み 方 向 に 挟 持 して い る 。 圧 力 開 放 弁 の 内 周 部 の 端 面 は ケ ー ジ の 内 側 ハ ー フ

に は 接 触 して い な い 。 本 発 明 者 ら は 、 通 気 弁 と 通 気 弁 を 支 持 す る 部 材 と の シ

— ル 性 を 高 め る こ と が 、 通 気 部 品 又 は 通 気 部 品 が 装 着 さ れ た 製 品 の 信 頼 性 に

非 常 に 重 要 で あ る こ と を 突 き 止 め た 。 本 発 明 者 ら の 検 討 に よ れ ば 、 特 許 文 献

1 に 記 載 の 技 術 に お い て 、 圧 力 開 放 弁 と ケ ー ジ の 内 側 ハ ー フ と の シ ー ル 性 が

十 分 に 高 い と は 言 い 難 い 。 そ こ で 、 本 発 明 者 ら は 、 通 気 弁 と 通 気 弁 を 支 持 す

る 部 材 と の シ ー ル 性 を 高 め る た め の 技 術 に つ い て 日 夜 検 討 を 重 ね た 。 そ の 結

果 、 通 気 弁 及 び 通 気 弁 を 支 持 す る 部 材 を 所 定 の 関 係 を 満 た す よ う に 構 成 す る

こ と を 新 た に 思 い つ き 、 本 発 明 に 係 る 通 気 部 品 を 案 出 した 。 な お 、 本 発 明 に

係 る 通 気 部 品 が 装 着 さ れ る 筐 体 は 、 車 両 の 電 装 部 品 の 筐 体 に 限 ら れ な い 。

［001 1］ 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 しつ つ 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下

の 説 明 は 、 本 発 明 の 例 示 で あ り、 本 発 明 は 、 以 下 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い
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[001 2] 図 1 及び 図 2 に示 す通 り、通気部 品 1 は、通気膜 1 0 と、通気弁 2 0 と、

構造部材 3 0 とを備 えている。通気部 品 1 は、 図 3 に示 す よ うな、通気 口 5

を有 す る筐体 2 に装着 され る部 品であ る。 図 4 に示 す通 り、通気部 品 1 は、

通気 口 5 において筐体 2 に装着 され る。 図 4 及び 図 5 に示 す通 り、通気弁 2

〇は、弾性体 を含み、弾性体 の弾性変形 によ り開閉す る。構造部材 3 0 は、

通気膜 1 〇及び通気弁 2 0 を支持 す る。通気部 品 1 が筐体 2 に装着 された装

着状態 において、通気膜 1 〇によ って筐体 2 の内部及び外部 の通気が行われ

る。加 えて、装着状態 において、筐体 2 の内部 の圧力 と筐体 2 の外部 の圧力

との差 が所定の圧力以上 にな った ときに通気弁 2 0 が開いて筐体 2 の内部 の

気体 が筐体 2 の外部 に排 出され る。換言 す る と、筐体 2 の内部 の圧力 と筐体

2 の外部 の圧力 との差 が所定の圧力未満 であ る場合 には、通気弁 2 0 は閉 じ

ている。 図 2 に示 す通 り、通気弁 2 0 は、対 向す る 2 つの面 2 0 干及び 2 0

3 を有 す る略板状 の構造部分 を含 む。加 えて、通気弁 2 0 は、 図 6 六及び 図

6 巳に示 す通 り、 第一端部 2 1 及び第二端部 2 2 を有 す る。 第一端部 2 1 は

、 2 つの面 2 0 干及び 2 0 3 の一方 を平面視 した ときに内周部 をな し、 第二

端部 2 2 は、 第一端部 2 1 か ら離 れた位置 で外周部 をなす。 図 2 に示 す通 り

、構造部材 3 0 は、支持部 3 5 と、弁座部 3 6 とを有 す る。支持部 3 5 は、

第一端部 2 1 を支持 す る。 図 4 及び 図 5 に示 す通 り、弁座部 3 6 は、通気弁

2 0 が閉 じた ときに第二端部 2 2 に接触 し、 かつ、通気弁 が開いた ときに第

二端部 2 2 と離 れている。

[001 3] 図 7 に示 す通 り、支持部 3 5 は、 第一接触部 3 5 チ及び第二接触部 3 5 3

を有 す る。 第—接触部 3 5 チ及び第二接触部 3 5 3 は、通気弁 2 0 の第一端

部 2 1 を挟持 している。 第一接触部 3 5 干は、 第一端部 2 1 において対 向す

る一対 の面 2 1 卩の一方 であ る面 2 1 口に接触 している。加 えて、 第二接触

部 3 5 3 は、 第一端部 2 1 において一対 の面 2 1 卩の他 方 であ る面 2 1 「に

接触 している。支持部 3 5 は、 第一接触部 3 5 チと第二接触部 3 5 3 との間

で、 一対 の面 2 1 卩を接続 している第一端部 2 1 の端面 2 1 6 に接触 してい
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る。第一端部 2 1 は、第一接触部 3 5 チ及び第二接触部 3 5 3 によって挟持

されているとともに、端面 2 1 ㊀ において も支持部 3 5 と接触 している。 こ

のため、通気弁 2 0 と支持部 3 5 とのシール性 が高い。 その結果、支持部 3

5 と第一端部 2 1 との間を液体及び気体が通過せず、通気部 品 1 及び通気部

品 1 が装着 された製 品の信頼性 を高め ることがで きる。

[0014] 従来、通気弁の可動性 を確保 する観点か ら、通気弁の内周部 の端面が支持

部 に接触 していない ことが必要であると考 え られていた。 しか し、本発 明者

らの検討 によれば、通気弁の内周部 の端面が支持部 に接触 していて も通気弁

の可動性 を確保 で きるとともに、通気部 品及び通気部 品が装着 された製 品の

信頼性 を高め ることがで きることが新 たに見出された。

[001 5] 例 えば、通気弁 2 0 の弾性体が弾性変形 によ り支持部 3 5 に押 し付 け られ

た状態で、第一端部 2 1 の端面 2 1 6 が支持部 3 5 に接触 している。 この場

合、通気弁 2 0 と支持部 3 5 とのシール性 が高い。

[001 6] 第一端部 2 1 は、例 えば、端面 2 1 6 において支持部 3 5 と液密 に接触 し

ている。第一端部 2 1 は、望 ま しくは、端面 2 1 6 において支持部 3 5 と液

密かつ気密 に接触 している。 この場合、通気弁 2 0 と支持部 3 5 とのシール

性 がよ り高 くな りやすい。 この場合、気密 とは、端面 2 1 6 によって仕切 ら

以上 に保 つ ことがで きることを意味す

る。

[001 7] 第一接触部 3 5 チ及び第二接触部 3 5 3 は、例 えば、通気弁 2 0 の弾性体

が弾性変形 するように第一端部 2 1 に押 し付 け られた状態で、第一端部 2 1

に接触 している。第一接触部 3 5 チ及び第二接触部 3 5 3 は、例 えば、液密

に第一端部 2 1 に接触 している。第一接触部 3 5 チ及び第二接触部 3 5 3 は

、望 ま しくは、液密かつ気密 に第一端部 2 1 に接触 している。 この場合、気

密 とは、第一接触部 3 5 チ又 は第二接触部 3 5 3 によって仕切 られた 2 つの

空間の圧力差 を 1 0 3 以上 に保 つ ことがで きることを意味する。 図 6 八

及び図 6 巳に示す通 り、通気弁 2 0 は、 その中央 に貫通穴 2 5 を有 している

。第一端部 2 1 は、貫通穴 2 5 に隣接 している。
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[001 8] 図 6 八及び図 6 巳に示す通 り、通気弁 2 0 は、例 えば、 いわゆるアンプ レ

ラバル ブ （傘型の開放弁）の一種 であ り、 2 つの面 2 0 干及び 2 0 3 の一方

を平面視 した ときに、第一端部 2 1 をなす内周部及び第二端部 2 2 をなす外

周部 を含む円環状 の形状 を有 する。 これによ り、支持部 3 5 が円環状 の形状

を有 していれば、通気弁 2 0 の弾性体が弾性変形 によ り支持部 3 5 に押 し付

け られた状態で端面 2 1 6 が支持部 3 5 に接触 している場合 に、通気弁 2 0

の軸線周 りにおいて、弾性体の変形量が均一 にな りやすい。 アンプ レラバル

ブは、通常、 開閉を担 う弁部 と弁部 を支持 する軸部 とを含んでいる。弁部 を

なす部材 と、軸部 をなす他 の部材 とを別 々に有 するアンプ レラバル ブもある

。通気弁 2 0 は、例 えば、弁部 のみ をな してお り、弁部 を平面視 した ときに

円環状 の形状 を有 する。一方、構造部材 3 0 は、弁部 である通気弁 2 0 を支

持 する軸部 の役割 を果た している。通気弁 2 0 の貫通穴 2 5 は、構造部材 3

0 によって通気弁 2 0 を支持 するため に利用 される。 また、通気部 品 1 を平

面視 した ときに、通気弁 2 0 の貫通穴 2 5 を形成 する内周面 よ り内側 に通気

膜 1 0 が配置 されている。 このように、通気弁 2 0 の貫通穴 2 5 は、通気膜

1 0 の収容のため に十分な大 きさを有 している。

[001 9] 例 えば、支持部 3 5 に取 り付 け られていない状態の通気弁 2 0 において第

一端部 2 1 をなす内周部 の内径 は、支持部 3 5 における端面 2 1 6 と接触 す

る部分の通気弁 2 0 の軸線 に垂直な方向における最大寸法 よ りも小 さい。 こ

れによ り、通気弁 2 0 の弾性体が弾性変形 によ り支持部 3 5 に押 し付 け られ

た状態で端面 2 1 6 が支持部 3 5 に接触 しやすい。

[0020] 図 1 及び図 2 に示す通 り、構造部材 3 0 は、例 えば、係合部 3 2 〇を有 す

る。係合部 3 2 〇は、筐体 2 の通気 口 5 に差 し込 まれる。通気部 品 1 は、例

えば、 シール部材 6 0 をさ らに備 えている。 図 4 に示す通 り、 シール部材 6

〇は、装着状態 において、構造部材 3 0 と、筐体 2 の通気部 品 1 が装着 され

る外面 2 3 との隙間をシールする。 これによ り、構造部材 3 0 と外面 2 3 と

の間を液体が通過 して筐体 2 の内部 に液体が導 かれることを防止で きる。 シ

—ル部材 6 0 は、例 えば、 〇ー リング又 はパ ッキンである。 シール部材 6 0
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の材料 は、例 えば、弾性変形可能な材料である。

[0021 ] 通気膜 1 0 は、所望の通気性 を有する限 り特定の通気膜 に限定されない。

通気膜 1 〇は、単層膜であ ってよい し、多層膜であ ってもよい。通気膜 1 〇

が多層膜である場合、各層は、多孔質膜、不織布、 クロス、及び メッシュか

らなる群 よ り選ばれる 1 つであ りうる。通気膜 1 〇は、多孔質膜及び不織布

を含んでいてよ く、 クロス及び メッシュの少な くとも 1 つ と多孔質膜 とを含

んでいてもよ く、複数の不織布 を含んでいてもよい。通気膜 1 0 は、典型的

には、有機高分子材料 （樹脂）によって構成 されている。多孔質膜の材料 は

、例 えば、 フッ素樹脂である。 フッ素樹脂 と しては、例 えば、ポ リテ トラフ

ルオ ロエチ レン （卩丁ド巳）、ポ リクロロ トリフルオ ロエチ レン、テ トラフ

ルオ ロエチ レンーヘキサ フルオ ロプロピレン共重合体、又はテ トラフルオ ロ

エチ レンーエチ レン共重合体 を使用で きる。不織布、 クロス、及び メッシュ

の材料 は、例 えば、ポ リエチ レンテ レフタ レー ト等のポ リエステル、ポ リエ

チ レン及びポ リプロピレン等のポ リオ レフィン、ナイロン、 アラミ ド、又は

エチ レン酢酸 ビニル共重合体である。

[0022] 通気膜 1 0 は、必要 に応 じて撥液処理 されていてもよい。撥液処理 は、例

えば、パーフルオ ロアルキル基 を有するフッ素系表面修飾剤 を含む撥液性の

被膜 を通気膜 1 〇に形成することによってなされる。撥液性の被膜の形成 は

、特 に制限されないが、例 えば、エアスプ レイ法、静電スプ レイ法、デ ィッ

プコーテ ィング法、ス ピンコーテ ィング法、 口ール コーテ ィング法、 力ーテ

ンフ ロー コーテ ィング法、又は含浸法等の方法 によ り、パーフルオ ロアルキ

ル基 を有するフッ素系表面修飾剤の溶液又はデ ィスパージ ョンで樹脂多孔質

膜 をコーテ ィングすることによ りなされる。 また、電着塗装法又はプラズマ

重合法 によって、撥液性の被膜 を形成 してもよい。

[0023] 通気弁 2 0 は、弾性変形 によって開 き、変形前の形状 に戻ることによって

閉 じる。 このため、通気弁 2 0 は、開閉を繰 り返す ことがで き、繰 り返 し使

用で きる。 この ことは、通気部品 1 が筐体 2 に取 り付 け られた製 品において

通気弁 2 0 が正常に作動するか どうかを検査 した後 に、検査後の製 品を出荷
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可能にするという利点をもた らす。

[0024] 図 2 に示す通 り、通気弁 2 0 の面 2 0 干は、例えば、通気弁 2 0 の第一端

部 2 1 に隣接 している部分 と第一端部 2 1 との間に段差を有することな く形

成されている。 これにより、第一端部 2 1 と支持部 3 5 との接触面積が大き

くな りやすい。

[0025] 図 2 に示す通 り、通気弁 2 0 の面 2 0 3 は、例えば、通気弁 2 0 の第一端

部 2 1 に隣接 している部分 と第一端部 2 1 との間に段差を有するように形成

されている。 このため、第一端部 2 1 の厚みは、通気弁 2 0 の第一端部 2 1

に隣接 している部分の厚みよりも大きい。 これにより、支持部 3 5 によって

挟持された第一端部 2 1 の変形量が大きくな りやす く、通気弁 2 0 と支持部

3 5 との間のシール性が高い。加えて、通気弁 2 0 が開 くために必要な差圧

を所望の範囲に調整 しやすい。

[0026] 図 2 に示す通 り、通気弁 2 0 の構造部分は、通気弁 2 0 の第二端部 2 2 に

隣接 している部分 と第二端部 2 2 との間に屈曲部を有 し、その屈曲部は通気

弁 2 0 の内側に屈曲 している。 これにより、通気弁 2 0 が閉 じた状態で、第

二端部 2 2 と弁座部 3 6 との接触面積が大きくな りやすい。その結果、通気

弁 2 0 が閉 じた状態で、第二端部 2 0 と弁座部 3 6 との間のシール性が高い

[0027] 通気弁 2 0 に含まれる弾性体は、弾性変形可能な材料である限 り特定の材

料に限定されない。通気弁 2 0 に含まれる弾性体は、例えば、天然ゴム、合

成 ゴム、又は熱可塑性エラス トマー等のエラス トマーである。 この場合、合

成 ゴムは、例えば、二 トリルブタジエンゴム 、エチ レンプロピレ

ンゴム （巳卩0 1\/1 ）、シ リコーンゴム、 フッ素ゴム、アク リルゴム、又は水

素化二 トリルゴムである。通気弁 2 0 は、望 ま しくは、シ リコーンゴムを弾

性体 として含んでいる。 これ らの弾性体は、シール部材 6 0 の材料 としても

使用可能である。

[0028] 図 2 に示す通 り、構造部材 3 0 は、例えば、第一部材 3 1 と、第二部材 3

2 とを備えている。第一部材 3 1 は、通気膜 1 0 を支持 している。第一部材
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3 1 は、基部 3 1 匕と、軸部 3 1 3 とを備えている。基部 3 1 匕は、例えば

、円板状であ り、通気膜 1 〇を支持 している。基部 3 1 匕は、その中央に通

気のための貫通穴 3 1 II を有する。基部 3 1 13 は、基部 3 1 13 の軸線に垂直

な方向において貫通穴 3 1 II の外側で通気膜 1 0 の周縁部を支持 している。

通気膜 1 〇は、例えば、熱溶着、超音波溶着、又は接着剤による接着等の方

法によって、基部 3 1 13 に固定されている。軸部 3 1 3 は、基部 3 1 13 の中

央か ら基部 3 1 13 の軸線方向に突出 している。軸部 3 1 3 は、筒状であ り、

基部 3 1 匕の軸線方向において基部 3 1 匕か ら離れた位置に複数 （例えば 3

つ）の脚部 3 1 9 を有する。複数の脚部 3 1 9 は、例えば、基部 3 1 匕の軸

線周 りに等角で離れて配置されている。複数の脚部 3 1 9 のそれぞれは、そ

の先端に、基部 3 1 13 の軸線に垂直な方向に向かって突出する係合部 3 1 〇

を有する。軸部 3 1 3 の内部又は脚部 3 1 9 同士の間及び貫通穴 3 1 II をガ

スが出入 りして通気が行われる。

[0029] 第二部材 3 2 は、構造部材 3 0 の底部及び側部をな している。第二部材 3

2 は、環状の部材であ り、内周部 3 2 し 外周部 3 2 及び連結部 3 2

を備えている。内周部 3 2 丨は、第二部材 3 2 の中央に位置 しており、筒状

である。外周部 3 2 6 は、内周部 3 2 丨の軸線に垂直な方向に内周部 3 2 1

か ら離れて内周部 3 2 丨を取 り囲んでおり、筒状である。外周部 3 2 6 は、

構造部材 3 0 の側部をな している。連結部 3 2 は、内周部 3 2 丨の軸線に

垂直な方向において外周部 3 2 6 と内周部 3 2 丨との間に位置 し、外周部 3

2 6 と内周部 3 2 丨とを連結 している。内周部 3 2 丨及び連結部 3 2 が構

造部材 3 0 の底部をな している。内周部 3 2 丨は、その中央に貫通孔である

取付孔 3 2 I を有する。第一部材 3 1 は、軸線方向における内周部 3 2 丨の

一方の端部において第二部材 3 2 に取 り付けられている。内周部 3 2 丨の一

方の端部において取付孔 3 2 II はテーパー孔をな している。加えて、内周部

3 2 丨は、テーパー孔に隣接 しており、内周部 3 2 丨の軸線に垂直な方向に

延びている環状の係合面 3 2 チを有する。取付孔 3 2 II のテーパー孔に軸部

3 1 3 が差 し込まれ、係合部 3 1 〇が係合面 3 2 チと向かい合 うことによっ
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て、第一部材 3 1 が取付孔 3 2 卜か ら外れることが防止されている。加 えて

、 内周部 3 2 丨の軸線方向におけるテーパー孔 に隣接 した内周部 3 2 丨の端

面は、第一部材 3 1 の基部 3 1 13 の底面 と向かい合 っている。

[0030] 支持部 3 5 は、例 えば、第一部材 3 1 の基部 3 1 匕の底面 と、軸線方向に

おける内周部 3 2 丨の一方の端部の外面 とによって形成 されている。

[0031 ] 内周部 3 2 丨の内周面は、係合面 3 2 干か ら、軸線方向における内周部 3

2 I の他方の端部 に向か って複数 （例 えば、 3 つ）の段 をなすように形成 さ

れている。例 えば、 内周部 3 2 丨の内周面は、第一側面 3 2 卩、第二側面 3

2 9 、第三側面 3 2 「、第一接続面 3 2 1 、及び第二接続面 3 2 リを有する

。第一側面 3 2 卩、第二側面 3 2 9 、及び第三側面 3 2 「は、 内周部 3 2 丨

の軸線方向に延びている。加 えて、第一側面 3 2 卩、第二側面 3 2 9 、及び

第三側面 3 2 「は、それぞれ、第一内径、第二内径、及び第三内径 を有する

。第一内径 は第二内径 よ り小 さ く、かつ、第二内径 は第三内径 よ り小 さい。

第一接続面 3 2 I 及び第二接続面 3 2 リは、 内周部 3 2 丨の軸線 に垂直な方

向に延びている。第一接続面 3 2 I は、第一側面 3 2 卩と第二側面 3 2 9 と

を接続 している。第二接続面 3 2 リは、第二側面 3 2 9 と第三側面 3 2 「と

を接続 している。

[0032] 図 1 に示す通 り、 内周部 3 2 丨は、例 えば、複数 （例 えば、 3 つ）の係合

部 3 2 〇を備 える。係合部 3 2 〇は、例 えば、 内周部 3 2 丨の軸線方向にお

ける内周部 3 2 丨の他方の端部 において、 内周部 3 2 丨の軸線 に垂直な方向

に外側 に突出 している。係合部 3 2 〇は、例 えば、 円弧状 に湾曲 した板状の

部分である。複数の係合部 3 2 〇は、例 えば、 内周部 3 2 丨の軸線周 りに等

角で離れて配置 されている。図 3 に示す通 り、筐体 2 において、通気 口 5 の

一部 は、複数 （例 えば、 3 つ）の突出部 5 口によって形成 されている。複数

の突出部 5 卩は、通気 口 5 の軸線周 りに等角で離れて配置 されてお り、突出

部 5 口同士の間に、通気 口 5 の一部 をなす複数の溝 5 「が存在する。通気部

品 1 を筐体 2 に装着するとき、係合部 3 2 〇が溝 5 「を通過するように通気

部品 1 が通気 口 5 に差 し込 まれる。その後、筐体 2 の内部で係合部 3 2 〇が
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突出部 5 と向かい合 うように、通気部品 1 が内周部 3 2 丨の軸線周 りに所

定の角度で回転 させ られて通気部品 1 が筐体 2 に装着 される。突出部 5 口と

係合部 3 2 〇との協働 によ り通気部品 1 が筐体 2 か ら外れることが防止され

る。

[0033] 通気弁 2 0 は、支持部 3 5 の一部 をなす内周部 3 2 丨の外周面 と接触する

ように内周部 3 2 丨に取 り付 け られている。例 えば、通気弁 2 0 の貫通穴 2

5 の穴径 は、 内周部 3 2 丨の外周面 と接触で きるように定め られている。

[0034] 連結部 3 2 !＜は、例 えば、弁座部 3 6 を有 し、通気弁 2 0 に対する弁座 と

しての役割 を担 う。弁座部 3 6 は、連結部 3 2 の周縁部 に位置 している。

連結部 3 2 は、 ガスを流すための流路 3 2 ¢ 1 を有する。流路 3 2 ¢ 1 は、弁

座部 3 6 と内周部 3 2 丨との間において、 内周部 3 2 丨の軸線方向に連なる

ように形成 されている。通気弁 2 0 は、流路 3 2 によって、筐体 2 の内部

の圧力を受ける。

[0035] 連結部 3 2 は、例 えば、環状溝 3 2 9 をさ らに有する。環状溝 3 2 9 に

は、シール部材 6 0 が収容 されている。環状溝 3 2 9 は、例 えば、 内周部 3

2 I の軸線 に垂直な方向において、弁座部 3 6 と重なるように連結部 3 2

の底面 に形成 されている。

[0036] 外周部 3 2 6 は、連結部 3 2 の外側 において、 内周部 3 2 丨の軸線方向

に沿 って延びている。外周部 3 2 6 は、 内周部 3 2 丨の軸線 に垂直な方向に

外側 に突出 した外方突出部 3 2 」を有する。

[0037] 外周部 3 2 6 は、例 えば、複数の内方突出部 3 2 V を有する。 内方突出部

3 2 V は、 内周部 3 2 丨の軸線方向における外周部 3 2 ㊀の一方の端部 にお

いて、 内周部 3 2 丨の軸線 に垂直な方向に内側 に突出 している。複数の内方

突出部 3 2 V は、 内周部 3 2 丨の軸線周 りに所定の間隔で離れて配置 されて

いる。

[0038] 図 1及び図 2 に示す通 り、構造部材 3 0 は、例 えば、第三部材 3 3 をさ ら

に備 えている。第三部材 3 3 は、例 えば、 円板状の部材である。第三部材 3

3 は、第一部材 3 1及び第二部材 3 2 と協働 して内部空間 4 0 を形成 してい
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る。通気膜 1 〇及び通気弁 2 0 は、例えば、内部空間 4 0 に収容されている

。第三部材 3 3 は、通気膜 1 0 及び通気弁 2 0 を覆 ってお り、通気膜 1 0 及

び通気弁 2 0 を保護 している。

[0039] 第三部材 3 3 は、 円板状の蓋部 3 3 〇と、係合爪 3 3 6 を有する。係合爪

3 3 ㊀ は、蓋部 3 3 〇の一方の主面の周縁部か ら蓋部 3 3 〇の軸線方向に突

出 している。係合爪 3 3 6 の先端部は、蓋部 3 3 〇の軸線に垂直な方向に外

側 に突出 している。係合爪 3 3 6 が内方突出部 3 2 V 同士の隙間を通過する

ように第三部材 3 3 が外周部 3 2 6 の内部 に差 し込 まれる。その後、係合爪

3 3 6 の先端部が内方突出部 3 2 V と向かい合 うように、第三部材 3 3 が蓋

部 3 3 〇の軸線周 りに所定の角度で回転 させ られる。 このように して、第三

部材 3 3 が第二部材 3 2 に取 り付 けられる。係合爪 3 3 6 の先端部が内方突

出部 3 2 V と向かい合 っていることによって、第三部材 3 3 が第二部材 3 2

か ら外れることが防止される。

[0040] 図 1 に示す通 り、構造部材 3 0 は、通気路 5 0 を有する。通気路 5 0 は、

内部空間 4 0 と通気部品 1 の外部空間とを通気可能に連通 している。通気路

5 0 は、例えば、連結部 3 2 と外周部 3 2 6 の内面 との間に形成 されてい

る。

[0041 ] 構造部材 3 0 の材料は、例えば、合成樹脂又は金属である。合成樹脂 と し

ては、例えば、熱可塑性樹脂 を使用できる。熱可塑性樹脂は、例えば、ポ リ

プチ レンテ レフタ レー ト （卩巳丁）、ポ リエチ レンテ レフタ レー ト （卩巳丁

）、ポ リフエニ レンサル ファイ ド （卩卩3 ）、ポ リサル フォン （卩3 ）、ポ

リプロピレン （卩卩）、ポ リエチ レン （卩巳）、又は八巳3 樹脂である。構

造部材 3 0 の材料は、熱可塑性樹脂 を母材 とする複合材料であってもよい。

この場合、複合材料 に添加 される強化剤は、ガラス繊維、炭素繊維、金属、

又は無機 フィラーであ りうる。

[0042] 図 4 に示す通 り、筐体 2 の内部の圧力 と筐体 2 の外部の圧力 との差が所定

の圧力未満である場合、通気弁 2 0 は閉 じてお り、筐体 2 の内部のガスは、

流路 3 2 ¢ 1 を通 って筐体 2 の外部 に移動できない。 このため、ガスは、内周
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部 3 2 丨の取付孔 3 2 I 、第一部材 3 1 の貫通穴 3 1 I 、通気膜 1 0 、 内部

空間 4 0 、及び通気路 5 0 を含む流路 を通 って筐体 2 の内部及び外部 を出入

りする。一方、図 5 に示す通 り、筐体 2 の内部の圧力 と筐体 2 の外部の圧力

との差が所定の圧力以上である場合、通気弁 2 0 が開 き、筐体 2 の内部のガ

スは、流路 3 2 」、 内部空間 4 0 、及び通気路 5 0 を含む流路 を通 って筐体

2 の外部 に排 出される。通気弁 2 0 が開 くことによって形成 されるガスの流

路 には、通気膜 1 0 が配置 されてお らず、筐体 2 の内部か ら多量のガスを短

期間に排 出で きる。なお、筐体内部の圧力が急上昇することによって、通気

弁 を備 えていても通気膜等が破損 して しまうことがある。 しか し、通気部品

1 は、そのような現象 を抑制で きる構造 を有する。通気膜等の破損 を防止す

る手段 と して、通気弁 を利用 して筐体内部のガスを速やかに筐体外部 に排 出

で きる構造 を提供することが考 え らえる。そのためには、 ガスが通過する流

路の断面積の広さと、それを塞 ぐ通気弁の弁部の大 きさとを調整することが

重要である。通気部品 1 は、平面視 した ときに、通気弁 2 0 が中央 に貫通穴

を有する円環状の形状 を有 している。 さ らに、通気部品 1 は、平面視 した と

きに通気弁 2 0 の貫通穴 2 5 を形成する内周面 よ り内側 に通気膜 1 0 が位置

するように通気膜 1 0 が収容 される構造 を有 している。 このため、通気部品

1 における限 られた空間で、 ガスが通過する流路の断面積及び通気弁 2 0 の

弁部が可能な限 り大 きく確保 されている。 これによ り、筐体 2 の内部の圧力

が急上昇 した ときに、通気弁 2 0 が開いて速やかに流路 3 2 づ及び内部空間

4 0 を含む流路 を通 って筐体 2 の外部 に排 出される。
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請求の範囲

[ 請求項 1] 通気 口において筐体 に装着 される通気部品であ って、

通気膜 と、

弾性体 を含み、前記弾性体の弾性変形 によ り開閉する通気弁 と、

前記通気膜及び前記通気弁 を支持する構造部材 と、 を備 え、

当該通気部品が前記筐体 に装着 された装着状態 において、前記通気

膜 によって前記筐体の内部及び外部の通気が行われ、かつ、前記筐体

の内部の圧力 と前記筐体の外部の圧力 との差が所定の圧力以上 にな っ

た ときに前記通気弁が開いて前記筐体の内部の気体が前記筐体の外部

に排 出され、

前記通気弁は、対向する 2 つの面 を有 し、前記 2 つの面の一方 を平

面視 した ときに、 内周部 をなす第一端部及び外周部 をなす第二端部 を

含む円環状の形状 を有 し、

前記構造部材は、前記第一端部 を支持する支持部 と、前記通気弁が

閉 じた ときに前記第二端部 に接触 し、かつ、前記通気弁が開いた とき

に前記第二端部 と離れている弁座部 とを有 し、

前記支持部 は、前記第一端部 を挟持する第一接触部及び第二接触部

を有 し、前記第一接触部 は前記第一端部 において対向する一対の面の

_ 方 に接触するとともに前記第二接触部 は前記一対の面の他方 に接触

してお り、

前記支持部 は、前記第一接触部 と前記第二接触部 との間で、前記一

対の面 を接続 している前記第一端部の端面 に接触 している、

通気部品。

[ 請求項2] 前記構造部材は、前記筐体の前記通気 口に差 し込 まれる係合部 を有

し、

前記装着状態 において、前記構造部材 と前記筐体の当該通気部品が

装着 される外面 との隙間をシール す るシール部材 をさ らに備 えた、

請求項 1 に記載の通気部品。
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